
　

総
会
は
蓮
田
市
図
書
館
で

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
公
共
施
設
が

臨
時
休
館
と
な
り
利
用
出
来

ず
、
参
集
方
式
か
ら
書
面
に

よ
る
議
決
権
行
使
方
式
で
審

議
し
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
３
月
末
に
議
案
案
書

と
各
議
案
へ
の
承
認
か
否
認

を
問
う
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
、

４
月
25
日
ま
で
に
返
信
戴

き
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
五

号
議
案
ま
で
す
べ
て
原
案
通

り
承
認
を
得
ま
し
た
。
今
年

度
か
ら
理
事
に
山
本
氏
が
加

わ
り
、
役
員
構
成
は
次
の
通

り
と
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
未
曽
有

の
困
難
に
直
面
し
て
収
束
も

覚
束
な
い
現
在
で
す
が
、
日

常
的
に
コ
ロ
ナ
と
共
存
す
る

時
代
に
於
い
て
想
像
も
で
き

な
い
事
態
も
発
生
す
る
で
し

ょ
う
。
生
活
様
式
が
一
変
し

あ
ら
ゆ
る
組
織
・
団
体
も
脆

弱
性
を
衝
か
れ
、
瓦
解
し
た

り
、
変
容
し
た
り
、
存
在
理

由
を
問
わ
れ
る
事
態
が
予
測

さ
れ
当
協
会
の
あ
り
よ
う
に

も
思
い
を
馳
せ
ま
す
。
総
会

に
お
い
て
（
書
面
に
よ
る
議

決
権
行
使
方
式
で
実
施
）
運

営
を
会
員
諸
氏
か
ら
全
員
一

致
、
ユ
ネ
ス
コ
の
平
和
活
動

を
付
託
さ
れ
た
私
達
の
責
任

は
重
く
、
適
合
す
る
活
動
や

未
来
に
向
け
た
方
向
付
け
を

更
に
模
索
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
く

し
て
は
期
待
さ
れ
た
方
々
に

申
し
訳
な
く
、
ま
た
持
続
も

存
在
理
由
も
問
わ
れ
る
で
し

ょ
う
。
当
協
会
は
、
「
祈
る

平
和
」
ば
か
り
で
な
く
「
減

災
・
防
災
教
育
」
に
も
一
石

を
投
ず
る
よ
う
な
積
極
的
な

取
組
み
や
、
も
う
少
し
「
学

校
教
育
」
に
も
踏
み
込
ん
だ

対
応
も
必
要
で
し
ょ
う
。
運

営
も
出
来
る
限
り
オ
ン
ラ
イ

ン
化
は
進
め
、
将
来
的
に
は

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
」
に
で
き
る

準
備
を
し
た
り
、
情
報
は
い

ち
早
く
簡
単
に
共
有
で
き
・

連
帯
感
の
醸
成
も
す
す
め
会

員
同
志
と
有
事
に
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。
（
田
村
）

　

県
内
７
ユ
協
で
構
成
の
協

議
会
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
役
員
（
田
村

会
長
・
熊
倉
事
務
局
長
）
が

招
集
し
て
の
総
会
は
実
施
不

可
と
な
り
、
４
月
に
審
議
資

料
を
郵
送
し
、
５
月
末
ま
で

の
賛
否
の
回
答
を
お
願
い
し

た
結
果
、
議
案
全
て
承
認
を

得
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
来
年
３
月
に
①

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
支
援
事

業
②
国
際
文
化
ス
タ
デ
ィ
③

地
域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ
④

文
化
遺
産
め
ぐ
り
は
開
催
予

定
。
但
し
、
今
後
の
コ
ロ
ナ

状
況
に
よ
り
流
動
的
。
Ｈ
Ｐ

で
の
案
内
を
参
照
下
さ
い
。

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

き
ず
な

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

 

今
後
の
活
動
指
針 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
社
会
変
化
に
対
応

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

2020
年
度　

当
協
会

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

定
時
総
会
報
告

　　(1) 　　　　　　蓮田・白岡地方ユネスコ協会 　　　　　会報23号 　　　　　　2020年7月31日発行

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会

　
　
　
　

2020
年
度
総
会
報
告

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

 

今
期
事
業
の
開
催
予
定 

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ

ス
コ
活
動
研
究
会
ｉ
ｎ
埼

玉
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
盛
況
裡
に
終
了
で
き
ま

し
た
。
未
だ
当
時
の
感
動

や
余
韻
が
冷
め
や
ら
ぬ
日

々
で
す
が
、
突
如
と
し
て

現
れ
た
コ
ロ
ナ
に
事
業
も

延
期
や
中
止
に
追
い
込
ま

れ
、
生
活
様
式
も
変
わ
り

ま
し
た
。
昨
年
今
頃
は
白

血
病
治
療
の
無
菌
室
で
大

会
日
程
を
数
え
た
り
、
毎

日
が
「
生
と
死
」
に
向
き

合
う
日
々
で
し
た
。
当
時

を
振
り
返
り
、
漸
く
生
き

延
び
た
事
を
感
謝
し
つ
つ

９
か
月
に
及
ぶ
入
院
生
活

の
心
の
葛
藤
を
記
録
し
た

句
（
駄
作
）を
恥
ず
か
し
乍

ら
ご
披
露
さ
せ
て
戴
き
ま

す
。

　

・
苦
に
耐
え
た　

わ
が

　

身
が
愛
し　

無
菌
室

　

・
耐
え
忍
べ
そ
れ
以
外

　

な
き　

無
菌
室　
　

　

・
点
滴
を
見
上
げ
て　

　

久
し　

無
菌
室　
　
　

　

・
カ
フ
カ
云
う
孤
独
と

　

不
安
の　

無
菌
室　
　

　

・
良
き
友
と
家
族
が
支

　

え
る　

無
菌
室　
　
　

　

・
点
滴
は　

天
敵
と
書

　

く　

無
菌
室

　

・
痛
み
に
耐
え　

拳
開

　

か
ぬ　

無
菌
室

　
　
　

（
俳
号
／
急
白
）

　

そ
し
て
、
多
く
の
皆
様

の
お
励
ま
し
で
完
全
寛
解

と
な
り
、
願
わ
く
ば
一
日

で
も
早
く
快
癒
を
願
い
リ

ハ
ビ
リ
に
精
を
出
し
、
コ

ロ
ナ
に
罹
ら
な
い
よ
う
闘

病
の
日
々
で
す
。
会
員
皆

様
の
中
に
も
癌
や
難
病
と

闘
い
そ
れ
で
も
「
私
達
の

ユ
ネ
ス
コ
活
動
」
に
寄
り

添
い
、
ご
支
援
下
さ
る
同

志
の
方
が
大
勢
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
そ
の
方
々
に

近
況
と
併
せ
、
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
望
外
の
喜
び

で

す
。
快
癒
を
信
じ
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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昨
年
を
振
返
り
感
謝
と
エ
ー
ル
を

会
長　

田
村
勝
彦

　
　

役
員
紹
介　
　
　

会
長　
　

田
村　

勝
彦

副
会
長　

熊
倉　

晃　

同　
　
　

飯
島　

剛　

同　
　
　

平
賀
栄
美
子

事
務
局
長
山
内　

武
利

同
次
長　

向
山　

裕
規

理
事　
　

齋
藤　

隆
宗

同　
　
　

柴
山　

利
幸

同　
　
　

山
本
二
三
男

監
事　
　

齋
藤
恵
美
子

顧
問　
　

福
地　

光
男



　

２
０
１
９
年
度
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究

会
i
n
埼
玉
（
蓮
田
・
白
岡
）

を
終
え
、
様
々
な
人
と
の
出

会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

遡
れ
ば
函
館
で
過
ご
し
た
学

生
時
代
の
１
９
７
４
年
に
ユ

ネ
ス
コ
と
の
最
初
の
付
き
合

い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

南
極
関
係
の
研
究
所
に
勤
務

し
、
多
く
の
国
際
会
議
や
委

員
会
に
出
席
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
文
部
科
学
省
日
本

ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
自
然

科
学
小
委
員
会
や
Ｉ
Ｏ
Ｃ
協

力
推
進
委
員
会
が
あ
り
ま
し

た
。
後
者
は
国
際
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
員
会
で
は
な
く
、
政
府

間
海
洋
学
委
員
会
で
す
。
次

の
ユ
ネ
ス
コ
と
の
出
会
い
は

２
０
０
８
年
の
埼
玉
版
の
新

聞
記
事
で
し
た
。
蓮
田
・
白

岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
設

立
準
備
会
発
足
を
記
念
す
る

講
演
会
が
開
か
れ
る
、
と
い

う
も
の
で
し
た
。
「
豆
腐
バ

カ
世
界
に
挑
む
」
と
い
う
演

題
に
興
味
を
抱
き
参
加
し
ま

し
た
。
演
者
の
雲
田
氏
は
面

白
い
話
術
で
聴
衆
を
引
き
つ

け
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
云
う
経
緯
で
田

村
会
長
が
私
の
経
歴
を
知
り

得
た
か
は
謎
で
す
が
、
あ
る

日
突
然
田
村
会
長
か
ら
協
会

設
立
一
周
年
記
念
で
南
極
の

講
演
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
を
き
っ
か
け
に
協

会
か
ら
様
々
な
活
動
の
案
内

を
戴
き
、
会
長
と
親
し
く
さ

せ
て
戴
く
事
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
３
月
に
私

の
旧
友
（
豪
州
南
極
局
の
海

洋
生
物
分
野
の
研
究
者
）
が

来
日
し
ま
し
た
。
南
極
海
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
研
究
の
ハ

ー
ビ
ー
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
博

士
と
ナ
ン
キ
ョ
ク
オ
キ
ア
ミ

研
究
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ホ
ー
ジ

ー
博
士
の
お
二
人
で
す
。
彼

ら
と
は
私
が
同
南
極
局
に
約

２
ヶ
月
滞
在
し
た
１
９
８
３

年
以
来
の
お
付
き
合
い
で

す
。
ハ
ー
ビ
ー
さ
ん
は
ご
自

分
で
ワ
イ
ン
を
造
ら
れ
る
ワ

イ
ン
通
で
あ
り
、
ホ
ー
ジ
ー

さ
ん
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を

愛
し
バ
グ
パ
イ
プ
演
奏
が
得

意
で
し
た
。
こ
の
時
は
知
り

合
い
の
退
職
祝
い
に
豪
州
か

ら
駆
け
付
け
て
戴
き
、
ホ
ー

ジ
ー
さ
ん
は
祝
賀
会
で
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
伝
統
の
正
装
で

演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な

か
な
か
日
本
で
は
バ
グ
パ
イ

プ
の
生
演
奏
を
聴
く
機
会
が

な
い
と
思
い
、
田
村
会
長
に

協
会
で
の
演
奏
会
を
持
ち
か

け
ま
し
た
。
会
長
は
即
断
さ

れ
白
岡
市
役
所
や
蓮
田
市
役

所
へ
の
表
敬
訪
問
、
会
長
の

町
内
自
治
会
で
の
演
奏
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
き
っ
と
理

事
の
方
々
は
短
時
間
で
の
準

備
に
追
わ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
の

様
子
は
協
会
会
報
第
16
号
に

あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
時
に

会
長
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
会
を
協
会
が
主

管
す
る
事
に
な
り
、
記
念
講

演
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま

し
た
。
当
初
は
私
一
人
に
基

調
講
演
を
、
と
い
う
会
長
か

ら
の
話
で
し
た
が
、
私
一
人

で
は
荷
が
重
す
ぎ
る
こ
と

と
、
３
年
後
に
果
た
し
て
私

が
元
気
で
お
引
き
受
け
で
き

る
か
不
安
も
あ
り
、
何
人
か

で
引
き
受
け
得
る
こ
と
で
リ

ス
ク
を
減
ら
し
た
い
と
し
、

豪
州
か
ら
の
二
人
は
そ
の
重

要
な
候
補
者
で
、
早
速
彼
ら

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
二
人
と

も
快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
更
に
私
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
国
立
極
地
研
究
所

の
伊
村
副
所
長
（
宇
都
宮
高

校
の
後
輩
）
を
引
き
ず
り
出

し
、
４
名
で
の
パ
ネ
ル
討
論

を
企
画
し
ま
し
た
。
南
極
の

陸
上
生
態
（
伊
村
）
、
海
洋

の
食
物
連
鎖
（
ハ
ー
ビ
ー
と

ホ
ー
ジ
ー
）
を
中
心
に
し
て

私
が
全
体
進
行
を
務
め
る
、

と
い
う
事
で
４
人
の
間
で
講

演
ス
ラ
イ
ド
す
り
合
わ
せ
等

を
準
備
し
ま
し
た
。
や
は
り
、

こ
の
３
年
間
に
は
予
想
し
な

い
こ
と
が
起
こ
る
も
の
で

す
。
準
備
期
間
に
ま
さ
か
田

村
会
長
が
長
期
入
院
治
療
す

る
と
は
予
想
だ
に
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
会

長
は
強
靭
な
体
力
と
精
神
力

で
無
事
に
研
究
会
を
乗
り
切

り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
ハ

ー
ビ
ー
さ
ん
が
健
康
上
の
理

由
で
来
日
不
可
と
な
っ
た
事

で
す
。
彼
が
予
定
し
て
い
た

講
演
内
容
は
ホ
ー
ジ
ー
さ
ん

に
カ
バ
ー
し
て
も
ら
う
事
と

し
ま
し
た
。
や
は
り
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
大
事
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ホ
ー

ジ
ー
さ
ん
は
奥
様
と
来
日
さ

れ
、
研
究
会
後
の
観
光
等
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

一
つ
は
首
都
圏
外
郭
放
水
路

で
す
。
私
自
身
も
行
っ
た
こ

と
が
な
く
、
蓮
田
・
白
岡
か

ら
近
い
春
日
部
市
郊
外
に
あ

り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
地
下
神

殿
に
降
り
た
時
に
は
皆
そ
の

規
模
に
驚
き
ま
し
た
。
も
う

一
つ
は
足
利
郊
外
の
行
道
山

浄
因
寺
で
し
た
。
た
ま
た
ま

テ
レ
ビ
で
葛
飾
北
斎
の
諸
国

名
橋
奇
覧
の
「
雲
の
架
け
橋
」

を
描
い
た
場
所
が
足
利
に
あ

る
と
知
り
訪
ね
ま
し
た
。
車

が
す
れ
違
え
な
い
よ
う
な
山

道
を
入
り
、
更
に
お
寺
へ
の

急
な
参
道
を
登
り
「
雲
の
架

け
橋
」
を
見
つ
け
た
時
は
感

激
で
し
た
。
無
事
に
ユ
ネ
ス

コ
研
究
会
を
完
了
す
る
こ
と

が
出
来
、
こ
こ
に
至
る
ま
で

に
如
何
に
数
多
く
の
方
々
に

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
か
と

振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
本

質
を
白
日
の
下
に
晒
す
機
会

と
な
っ
た
。
今
回
の
騒
動
を

振
り
返
り
、
今
後
に
活
か
す

展
望
を
描
い
て
お
く
こ
と
は

無
駄
で
は
な
い
と
思
う
。
 

ま
ず
、
日
本
人
の
「
恥
の
文

化
」
を
再
認
識
し
た
。
「
秩

序
を
守
ら
な
い
こ
と
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
」
と
い
う
概
念

の
力
が
証
明
さ
れ
た
。
こ
こ

で
欧
米
の
「
罪
の
文
化
」
と

比
較
し
て
注
意
し
た
い
点

は
、
狂
信
的
で
も
秩
序
は
秩

序
、
と
い
う
恐
ろ
し
さ
が
内

在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 
制
度
教
育
で
は
、
方
法
論

や
技
術
論
を
重
視
し
、
効
率

を
求
め
た
学
習
に
よ
る
再
生

産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
基
盤
自
体
が
、
脆
弱
な

社
会
シ
ス
テ
ム
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る

不
安
を
覚
え
た
人
は
少
な
く

な
い
。
私
た
ち
は
す
ぐ
に
飢

え
る
か
も
し
れ
な
い
危
機
と

隣
り
合
わ
せ
で
生
き
て
お

り
、
医
療
体
制
危
機
に
も
同

じ
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ

る
。
 
世
界
中
か
ら
争
い
を

無
く
す
た
め
に
で
き
る
こ
と

は
身
近
に
あ
り
、
教
育
の
質

に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
に

は
責
任
さ
え
感
じ
る
。
不
安

か
ら
目
を
逸
ら
し
て
、
順
応

を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、

自
ら
考
え
て
答
え
を
出
す
プ

ロ
セ
ス
に
こ
そ
、
生
の
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
る
本
質
が

あ
る
。
 
今
回
の
対
応
に
つ

い
て
、
最
善
の
結
果
を
得
ら

れ
な
い
こ
と
に
不
満
を
感

じ
、
他
人
の
結
論
を
待
っ
て

責
任
転
嫁
す
る
姿
勢
に
こ

そ
、
生
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と

乖
離
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を

放
置
す
る
原
因
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
不
安
ベ
ー
ス
に
生

き
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意

味
し
、
欺
瞞
や
猜
疑
心
の
温

床
と
な
り
、
「
恥
の
文
化
」

の
悪
い
面
に
拍
車
を
か
け

る
。
 
地
方
組
織
に
は
地
方

組
織
に
し
か
で
き
な
い
役
割

が
あ
る
。
中
央
の
活
動
を
受

け
止
め
る
形
で
は
な
く
、
ロ

ー
カ
ル
に
適
応
し
た
役
割
は

今
後
重
要
な
課
題
と
な
る
。

 
自
身
の
手
足
を
動
か
し
、

自
身
で
考
え
、
自
身
で
答
え

を
出
し
、
過
ち
に
柔
軟
に
対

応
し
、
ロ
ー
カ
ル
に
共
生
す

る
道
の
正
し
さ
が
明
確
に
な

っ
た
こ
と
に
、
不
安
ベ
ー
ス

か
ら
解
放
さ
れ
る
希
望
を
感

じ
る
の
で
あ
る
。

　

「
ベ
ト
ナ
ム
」は
私
が
こ
の

仕
事
を
始
め
て
最
初
に
赴
任

し
た
海
外
勤
務
地
で
あ
る
。

そ
の
後
ス
リ
.
ラ
ン
カ
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
も
勤
務
し
た

が
～
「
初
恋
の
人
」
で
は
な

い
が
～
最
初
に
出
会
っ
た

「
ベ
ト
ナ
ム
」
へ
の
想
い
忘

れ
が
た
く
、
月
日
が
経
つ
に

つ
れ
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

～
こ
う
言
い
方
を
す
る
と
日

本
語
に
う
る
さ
い
学
者
先
生

か
ら
お
し
か
り
を
受
け
る
か

も
知
れ
な
い
が
～
私
に
と
っ

て
“
ベ
ト
ナ
ム
が
趣
味
”
な

の
で
あ
る
。

　

因
み
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
退
職
後

１
冊
の
性
も
な
い
本
を
書
い

た
が
、
タ
イ
ト
ル
を
「
ベ
ト
ナ

ム
、
私
の
趣
味
」
と
し
た
の

も
こ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
ん

な
私
を
見
て
人
は
問
う
の
で

あ
る
。
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で

の
め
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た

の
か
！
と
。
私
は
は
じ
め
の

う
ち
は
相
手
を
納
得
さ
せ
る

よ
う
な
明
快
な
返
事
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
今
思
う
に
魅

力
の
根
源
は
「
ベ
ト
ナ
ム
人
」

そ
の
も
の
に
あ
る
よ
う
な
気

が
す
る
。　

日
越
両
民
族
は

倫
理
観
や
も
の
の
考
え
方
や

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
な
ど
が
比
較

的
似
て
い
る
と
い
う
。
た
し

か
に
そ
う
か
も
知
れ
な
い
。

が
、
一
見
似
て
い
る
よ
う
で

実
は
必
ず
し
も
似
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
う
い
う

「
似
て
非
な
る
」
ベ
ト
ナ
ム

人
の
特
質
に
私
は
魅
せ
ら
れ

た
の
だ
と
思
う
。
さ
て
、
そ

の
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
が
、
彼
ら

に
は
相
異
な
る
「
２
つ
の
顔
」

が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
。
１
つ
は
「
花
鳥
風
月
」

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
繊
細
な

「
詩
的
情
緒
」を
愛
す
る
顔
、

も
う
１
つ
は
そ
れ
と
は
真
逆

の
「
強
（
し
た
た
）か
さ
」
と

い
う
相
矛
盾
し
た
「
ふ
た
つ

の
顔
」
で
あ
る
。
そ
れ
と
も

う
ひ
と
つ
付
け
加
え
る
と
す

れ
ば
～
こ
れ
は
最
も
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
だ
が
～
「
ユ
ー
モ

ア
」
に
包
ん
だ
「
物
言
い
」

の
セ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
「
強
か
さ
」
や
「
ユ
ー
モ

ア
」
セ
ン
ス
は
、
１
０
０
０

有
余
年
に
わ
た
る
建
国
の
歴

史
の
過
程
で
、
中
国
や
フ
ラ

ン
ス
、
そ
し
て
最
近
で
は
ア

メ
リ
カ
な
ど
そ
の
時
々
の
時

代
を
代
表
す
る
最
強
の
軍
事

力
を
誇
る
列
強
と
の
戦
い
を

勝
ち
抜
く
過
程
で
、
自
ず
と

身
に
つ
い
た
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
り
も
す

る
。

　

か
く
申
す
私
は
そ
ん
な
ベ

ト
ナ
ム
に
魅
せ
ら
れ
、
か
の

地
か
ら
戻
っ
て
あ
れ
こ
れ
50

年
に
も
な
ろ
う
と
し
て
い
る

の
に
、
未
だ
に
彼
ら
と
の
交

流
が
続
い
て
い
る
。
あ
る
と

き
は
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
を
連

れ
て
、
あ
る
と
き
は
家
内
と

愚
息
を
連
れ
て
、
そ
し
て
あ

る
と
き
は
自
分
一
人
で
ベ
ト

ナ
ム
と
の
間
を
行
き
来
し
て

き
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
側

か
ら
も
多
く
の
友
人
.
知
人

が
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
。
ご

く
最
近
で
は
当
時
ベ
ト
ナ
ム

Ｃ
ａ
ｎ
 
Ｔ
ｈ
ｏ
大
学
副
学

長
だ
っ
た
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
.
Ｔ
ｒ

ｕ
ｏ
ｎ
ｇ
夫
妻
が
実
に
42
年

ぶ
り
に
は
る
ば
る
京
都
に
訪

ね
て
来
ら
れ
、
感
激
の
あ
ま

り
不
覚
に
も
落
涙
し
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
そ
の
２
年
後
に

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
（
当
時
）

の
初
代
秘
書
だ
っ
た
Ｍ
Ｐ
ｓ

 
Ｈ
ｏ
ｎ
ｇ
が
～
こ
れ
ま
た

47
年
ぶ
り
に
訪
ね
て
き
て
く

れ
、
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で

気
づ
い
て
み
た
ら
わ
が
女
房

と
よ
り
も
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の

つ
き
あ
い
の
方
が
長
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
最
近

つ
く
づ
く
思
う
の
だ
が
、
こ

の
仕
事
に
携
わ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

職
員
に
は
「
定
年
」
と
い
う

も
の
が
実
は
あ
っ
て
な
い
よ

う
な
も
の
か
も
知
れ
な
い

と
。
そ
う
考
え
る
と
や
は
り

こ
の
「
技
術
協
力
」
と
い
う

仕
事
は
、
文
字
通
り
「
Ｌ
ｉ

ｆ
ｅ
 
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
と
し
て

取
り
組
む
仕
事
な
の
か
も
知

れ
な
い
。

2013年訪越時のCho Ray病院長主催歓迎会　　

首
都
圏
外
郭
放
水
路

（
通
称
：
地
下
神
殿
）

足
行
道
山
浄
因
寺 

「
雲
の
架
け
橋
」

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
を
振
り
返
り

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

改
め
て
人
と
の
出
会
い
に
感
謝

【
特
別
寄
稿
】

福
地
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ローカルに共生の道あり･･･
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【
特
別
寄
稿
】

柴
山
利
幸
（
会
員
）
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世
紀
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跨
い
だ

ベ
ト
ナ
ム
と
の
お
つ
き
合
い

【
特
別
寄
稿
】

石
崎
光
夫
（
賛
助
会
員
）

ベトナムCho Ray病院脳外科プロジェクト　

スタッフ（後列右端：筆者）

伊
村
教
授
と
ホ
ー
ジ
ー
夫
妻

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ　http://www.unesco.or.jp/hasud (2)



　

①
久
保
橋
利
文
（
く
ぼ
は

し
と
し
ふ
み
）
②
東
京
都
中

野
区
在
中
③
入
会
の
動
機
は

以
前
田
村
会
長
と
同
じ
会
社

に
勤
め
て
退
職
後
の
Ｏ
Ｂ
会

で
お
会
い
し
た
際
、
先
輩
が

新
し
い
ユ
ネ
ス
コ
活
動
を
地

元
で
立
ち
上
げ
る
と
言
う
話

を
聞
き
私
自
身
も
以
前
か
ら

関
心
を
持
ち
何
か
の
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
東
京
在
住
で

も
入
会
可
能
か
尋
ね
入
会
致

し
ま
し
た
。
私
は
現
役
を
卒

業
し
趣
味
の
旅
行
、
ド
ラ
イ

ブ
、
歴
史
探
訪
と
目
標
を
決

め
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
樹

齢
千
年
を
超
え
る
一
本
桜
の

全
て
を
訪
問
、
最
近
は
古
代

縄
文
遺
跡
を
巡
る
旅
を
青
森

の
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
高
崎

将
軍
塚
古
墳
、
さ
き
た
ま
古

墳
群
を
め
ぐ
り
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。
会
長
の
情
熱
と
行

動
力
を
鑑
に
自
ら
の
研
修
に

努
め
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

①
牛
山
ひ
な
の　

さ
い
た

ま
市
②
高
校
生
③
友
だ
ち
の

お
祖
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

そ
し
て
友
だ
ち
が
会
員
で
色

々
と
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
私
達

は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
生
活
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
と
色
々
な
話
を
聞
い

て
痛
感
し
ま
し
た
。
私
の
将

来
の
夢
の
職
業
を
目
指
す
に

あ
た
り
、
是
非
色
々
な
活
動

に
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
、
少

し
で
も
人
の
為
に
何
が
出
来

る
か
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の

使
命
は
何
か
を
探
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

①
山
本
二
三
男
（
や
ま
も

と
ふ
み
お
）
こ
の
度
田
村
会

長
か
ら
入
会
の
お
誘
い
を
頂

き
ま
し
た
。
正
直
な
話
、
ユ

ネ
ス
コ
と
い
う
組
織
の
一
員

と
し
て
、
私
に
何
が
出
来
る

の
か
重
圧
で
し
た
。
協
会
設

立
10
周
年
記
念
誌
を
拝
読
、

（
東
海
道
歩
き
吉
原
で
）（
昨

年
河
口
湖
で
）
華
麗
な
業
績

に
敬
服
す
る
の
み
で
す
。
田

村
会
長
慧
眼
の
基
、
理
事
皆

様
が
た
の
経
歴
を
み
て
も
キ

ラ
星
の
如
く
、
実
力
の
持
主

ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
中
に

あ
っ
て
悩
ん
で
い
て
も
始
ま

り
ま
せ
ん
。
諸
先
輩
の
ご
指

導
お
引
き
立
て
を
頂
き
な
が

ら
、
出
来
る
こ
と
か
ら
会
に

貢
献
出
来
る
よ
う
努
力
致
す

所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
私
は
、
富
士
吉
田

市
の
出
身
で
す
、
郷
土
の
自

慢
は
富
士
山
と
五
つ
の
湖
、

人
物
は
武
田
信
玄
公
、
ぜ
ひ

山
梨
へ
お
出
か
け
下
さ
い
。

　

①
江
原
美
鈴
（
え
は
ら
み

す
ず
）
さ
い
た
ま
市
②
高
校

一
年
生
③
10
月
の
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
で
の
青
少
年
ユ
ネ

ス
コ
活
動
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
平
和
に
つ
い
て
考

え
寺
子
屋
活
動
に
興
味
を
持

ち
入
会
し
ま
し
た
。
 
そ
し

て
、
地
球
温
暖
化
へ
の
講
義

を
聞
い
て
温
暖
化
が
進
み
、

安
全
に
生
活
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し

て
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
だ

感
じ
ま
し
た
。
以
前
、文
化
遺

産
巡
り
の
和
紙
づ
く
り
に
参

加
し
ま
し
た
が
と
て
も
楽
し

い
経
験
に
な
っ
た
の
で
ま
た

参
加
し
た
い
で
す
。

発行人　:蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦　〒349-0141　蓮田市西新宿3-55-15 (4)
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

①
執
筆
者

②
今
ま
で
の
歩
み

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
抱
負

(

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。)

　

ロ
ー
マ
と
云
え
ば
ト
レ

ヴ
ィ
の
泉
、
そ
こ
か
ら
西

へ
細
い
道
を
マ
ル
ク
ス
・

ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
記
念
柱

に
向
け
歩
き
、
記
念
柱
を

右
手
に
見
乍
進
む
と
10
分

程
で
パ
ン
テ
オ
ン
に

到

着
。
細
道
か
ら
ロ
ト
ン
ダ

広
場
に
出
る
と
目
前
に
ギ

リ
シ
ャ
神
殿
に
あ
る
よ
う

な
立
柱
の
変
わ
っ
た
建
物

が
現
れ
る
。
こ
の
建
物
こ

そ
、
初
代
皇
帝
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
の
右
腕
ア
グ
リ
ッ

パ
に
よ
っ
て
Ｂ
Ｃ
25
年
に

建
造
さ
れ
た
パ
ン
テ
オ
ン

で
あ
る
。
現
在
目
に
す
る

建
物
は
当
初
の
物
で
は
な

く
Ａ
Ｄ
１
１
８
年
～
１
２

８
年
に
か
け
て
再
建
さ
れ

た
も
の
。
し
か
し
フ

ァ
サ
ー
ド
に
Ｍ
．
Ａ

Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
文
字
が

刻
ま
れ
ロ
ー
マ
帝
国
そ
の

も
の
を
漂
わ
せ
る
。
中
に

入
る
と
直
径
43
.
2
ｍ
の

円
堂
と
同
口
径
の
キ
ュ
ー

ブ
に
よ
る
不
思
議
な
空
間

の
構
成
に
思
わ
ず
驚
嘆
。

頂
部
に
は
９
ｍ
の
円
形
の

開
口
部
が
あ
り
光
を
呼
び

幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し

出
す
。
キ
ュ
ー
ブ
面
に
は

大
き
な
掘
込
み
が
作
ら
れ

幾
何
学
的
な
壁
面
（
天
井

面
）
を
作
り
出
す
。
こ
れ

に
よ
り
躯
体
の
重
量
を
減

じ
て
自
重
に
よ
る
崩
落
を

防
ぐ
。
構
造
力
学
な
ど
無

い
時
代
に
斯
様
な
構
造
的

安
定
を
作
り
出
し
た
も
の

だ
と
感
嘆
。
内
壁
際
に
は

キ
リ
ス
ト
教
や
歴
史
的
人

物
の
彫
像
が
並
び
壮
観
。

画
家
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
墓

も
あ
る
の
で
必
見
。
素
描

で
は
な
い
が
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
う
。
現
在
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
無
人
な
の

が
残
念
だ
。
（
２
０
１
９

年
訪
問
）素
描
：
全
景（
鉛

筆
は
２
Ｈ
～
８
Ｂ
を

使

用
） 
原
田
 
仁（
会
員
）

世
界
遺
産 Trip-2

ロ
ー
マ　

パ
ン
テ
オ
ン
素
描

　

地
球
規
模
の
大
災
禍

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」、

国
内
に
目
を
転
じ
れ
ば

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」

と
大
災
害
が
襲
い
、
人

と
人
と
の
関
わ
り
方
が

大
き
く
変
化
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
当
協
会
も

予
定
の
イ
ベ
ン
ト
、
会

合
が
延
期
や
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
に
は
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
一
日
も
早
い
安
寧

な
生
活
に
戻
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

（
理
事
一
同
）

編
集
後
記


